
冨
吊
ロ
ヨ
ぐ
閏
凰
ご
勺
吊
朋
》
国
里
匡
ョ
○
局
》
邑
昌
．

【
編
著
書
】
宮
の
○
．
犀
○
○
雨
も
戸
四
目
Ｆ
の
ぐ
里
〕
函
。
シ
、
“
西
ロ
ョ
○
国
辱
‐

弓
吋
鼬
巨
ｇ
ｏ
『
扁
包
弓
肘
唱
呉
の
吊
旦
国
○
旦
巨
甸
匡
口
具
さ
目
凹
口
旦

吾
の
ロ
①
ぐ
里
８
日
の
昌
旦
両
目
○
貝
冒
○
さ
ぬ
］
』
寵
ｌ
圏
、
営

冒
８
．
印
○
○
府
》
○
戸
四
目
○
国
ロ
島
①
匡
詞
両
（
①
烏
・
）
“

弓
面
①
国
耐
さ
『
言
巴
己
の
ぐ
①
５
℃
目
①
昌
旦
勺
彦
巨
四
○
盲
唱
ｏ
巴

弓
面
○
こ
い
言
．
函
呉
ロ
９
“
ｚ
の
急
昌
９
戸
岳
＄
．

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
同
封
の
申
込
害
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

’
○
原
稿
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

と
な
っ
た
。
た
だ
大
き
な
変
化
は
な
く
、
気
付
き
に
く
い
点
も
あ
り
そ

う
な
の
で
、
い
く
つ
か
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
た
い
と
思
う
。

①
欧
文
抄
録
に
は
、
新
た
に
「
対
訳
和
文
」
の
添
付
を
求
め
た
。
か

ね
て
よ
り
欧
文
抄
録
は
医
学
史
に
理
解
あ
る
英
語
圏
の
方
に
チ
ェ
ッ
ク

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
正
確
に
行
う
に
は
対
訳
和
文
も
必
要
な
た
め
。

②
日
本
人
名
の
欧
文
表
記
は
原
則
上
、
「
名
が
先
、
姓
が
後
」
で
「
不

自
然
な
場
合
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
」
と
し
た
。
こ
れ
は
欧
文
目

次
と
本
文
で
、
か
っ
て
不
統
一
が
ま
ま
あ
っ
た
の
を
避
け
る
た
め
。

③
使
用
漢
字
を
原
則
上
、
当
用
漢
字
か
ら
「
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢

字
以
内
」
と
し
た
。
当
用
漢
字
を
昭
和
五
十
六
年
に
拡
充
し
た
常
用
漢

字
と
、
平
成
二
年
に
常
用
漢
字
以
外
に
拡
充
さ
れ
た
人
名
用
漢
字
に
対

応
す
る
た
め
。

④
参
考
文
献
・
注
の
通
し
番
号
を
、
算
用
数
字
で
「
（
１
）
（
２
）
…
」

と
示
す
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
従
来
、
漢
数
字
で
書
き
分
け
が
困
難
だ

っ
た
（
二
）
（
二
）
、
二
二
）
（
三
）
等
の
混
乱
・
誤
植
を
防
ぐ
た
め
。

⑤
原
則
と
し
て
無
料
掲
載
の
範
囲
を
、
以
前
の
刷
り
上
り
「
五
印
刷

ペ
ー
ジ
」
か
ら
．
○
印
刷
ペ
ー
ジ
」
に
拡
げ
た
。
こ
れ
は
す
で
に
実

行
さ
れ
て
い
る
現
状
に
合
わ
せ
る
た
め
。

以
上
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
投
稿
規
定
を
参
照
の
う
え
、
ど
し
ど
し

原
稿
を
お
寄
せ
願
い
た
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
杓
子
定
規
な
遵
守
を
求

め
る
も
の
で
は
毛
頭
な
い
。
論
文
と
し
て
必
要
な
記
載
事
項
を
統
一
す

る
た
め
の
、
本
誌
な
り
の
目
安
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
編
集
委
員
会
で
は

そ
う
考
え
て
い
る
。
（
真
柳
誠
）

編
集
後
記

投
稿
規
定
が
平
成
五
年
六
月
一
日
付
で

改
訂
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
本
号
で
計
三
号
目

(155）615




